
午後３時０９分 再開

○田 村副 議長 休憩 前 に引き 続き 会議 を開き 、市 政一般 に対 する

質問を続行いたします。

次に、安達議員。

〔安達議員質問席へ〕

○安 達議 員 会 派信 風 、安達 卓是 です 。今日 ５人 目にな りま すか、

各個 質問 させて もら い ます。 質問 通告 の順に 質問 を展開 して いき

たい と思 います ので 、 よろし くお 願い します 。大 要２点 です が、

義務 教育 学校開 校準 備 事業の 進捗 につ いて、 ２点 目、地 域つ なが

る福 祉プ ランに 関わ る 日常生 活自 立支 援事業 につ いてを 質問 それ

ぞれ行っていこうと思います。

義 務教 育学校 、省 略 します けれ ども 、開校 準備 の進捗 につ いて、

既に 新聞 で何回 か記 事 に上げ られ まし たので 、そ の後の 状況 とい

うの はよ り具体 的に な ってき てる かな と思っ て質 問に上 げま した。

ただ 、質 問通告 した 後 で情報 をも らっ たりし てお ります ので 、そ

れを うま く加味 しな が ら質問 を展 開し ていこ うと 思いま すの で、

よろしくお願いします。

ま ず、 事業の 遅延 の 背景と 要因 につ いてを 伺い たいと 思い ます

ので 、よ ろしく お願 い します 。そ して 、その 背景 と要因 につ いて

も、 あわ せて、 当初 計 画から の時 点で 開校が ３年 から５ 年遅 れる

とい うこ との判 断と な ったそ の経 過も 含めて 、併 せて答 弁を お願

いしたいと思います。よろしくお願いします。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 義 務教 育学校 の開 校が遅 れる とい

う状 況、 背景、 それ か らそう いっ た判 断に至 った 経過に つい ての



お尋 ねで ござい ます が 、まず 、事 業を 進める 中で 様々な 課題 が事

業を 進め る中で は出 て きたと ころ では ござい ます けれど も、 そう

いっ たよ うな課 題へ 対 応を行 いな がら も、令 和１ ０年４ 月の 開校

に向 けて 設計等 、こ れ を鋭意 進め てま いった とこ ろでご ざい ます

が、 しか しなが ら、 そ ういっ た各 種設 計を進 める 中で、 その 現在

の設 計を 踏まえ た工 事 には当 初の 見込 み以上 に工 事の工 期を 要す

るこ とが 明らか にな っ てまい った とこ ろでご ざい ますし 、さ らに

は、 全国 的な資 材調 達 の状況 等の 不測 の事態 も懸 念され ます こと

から 、令 和６年 １２ 月 の時点 で開 校時 期が３ 年か ら５年 程度 遅れ

る見込みであると、そういう判断に至ったものでございます。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 今 、局 長 のほう から 答弁 をもら った わけで すけ れど

も、 開校 を考え ます よ という こと を教 育委員 会か らある 会議 でア

ナウ ンス された のを 聞 いて、 それ から ずっと その ことの 経緯 を見

てお った 中で、 特に 今 担って おら れる のがこ ども 政策課 を中 心に

やっ てお られる と思 う んです が、 そこ の職場 とい うとこ ろで 、遅

れた 今理 由をそ れぞ れ 上げら れま した ですけ れど も、人 的体 制は

どう なっ ている のか な という のも 心配 する向 きも ありま す。 その

辺に つい て、や はり 質 問を展 開し てい こうと 思う んです が、 まず

敷地 の造 成計画 や建 物 、グラ ウン ドに 係る敷 地の 内排水 設計 、そ

れか ら周 辺は農 地で す ので、 農地 への 影響を 鑑み た用排 水路 の確

保や 放流 先など 、河 川 整備な どの 敷地 、そし て敷 地外の 排水 設計、

そし て建 物の建 築設 計 、通学 路等 の環 境整備 など を検討 して るあ

たり 、庁 舎内で どの よ うなプ ロジ ェク トチー ムを つくっ て、 いつ

の時 点で つくっ てこ ら れて、 そし て今 日に至 った のか、 どの よう



な稼 働を させて こら れ たのか 、そ の辺 をお聞 きし たいと 思い ます

ので、よろしくお願いします。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 庁 舎内 での義 務教 育学校 整備 に係

るプ ロジ ェクト チー ム 、どの よう な体 制整備 をし て取り 組ん でき

たか とい うお尋 ねで ご ざいま すけ れど も、令 和４ 年度に おき まし

て部 局横 断重点 課題 と して位 置づ けま して、 関係 課、部 局横 断し

た体 制を 整備い たし ま して、 さら に本 事業を 推進 するた めの 専属

の担 当と して、 こど も 政策課 内に 義務 教育学 校準 備担当 を設 置し

たと ころ でござ いま す 。その 上で 、先 ほども あり ました 庁内 の連

携体 制と いうこ とで 、 造成や 排水 につ きまし ては 道路整 備課 、建

築に つき まして は営 繕 課、農 地転 用な どにつ きま しては 農林 課や

農業 委員 会、そ れか ら 通学バ スの 検討 等につ きま しては 交通 政策

課な ど、 各専門 で所 管 してお りま す関 係課と 常に 連携し なが ら事

業推進に取り組んでいるところでございます。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 そ れぞ れ 専門の 窓口 を設 けて庁 舎部 局横断 的に 課題

解決 に向 かった とい う 位置づ けも 聞か せても らい ました 。た だ、

先ほ ど冒 頭にも 言い ま したで すけ れど も、全 方位 的な取 組を しな

いと 、手 続とか は対 外 的なも ので すか ら、こ ちら のペー スで 物が

進む とは 思えま せん の で、対 外的 なと ころも かな り日を 要す るこ

とが ある のかな 、当 初 予定よ りも 時間 を食っ たの かなと 思っ たり

しました。

た だ、 そこは 自分 が いろい ろ会 議で 傍聴し てる ときに 聞か され

たの は、 教育委 員会 の トップ のほ うか ら言わ れた と思う んで すが、



この 統合 校と言 って い いでし ょう か、 義務教 育学 校の開 校に 当た

って は最 高の学 校を つ くりた いと いう ことを しき りに言 われ たの

を聞 いて おりま すの で 、そこ は時 間を 要する こと がやむ なく なっ

てき たと 思いま すけ れ ども、 最高 の学 校に向 かっ て進め られ るだ

ろう なと いう思 いを 聞 いてい て、 非常 に熱意 を感 じたし 、そ こに

向か って いくプ ロジ ェ クトチ ーム に対 してす ごい 期待感 があ った

わけ です 。です から 、 そこは 酌み 取っ ていた だき たいな と思 いま

す。

質 問に つなげ てい き ますが 、以 前は 米川沿 いに は防風 林、 私が

小さ い頃 、この 場で も 言った こと があ るかも しれ ません が、 小さ

い頃 の経 験でい いま す と、米 川沿 いは ずっと 防風 林が植 えて あっ

て、 建設 予定地 の周 辺 は特に 風が 強く 季節的 には 吹くと きが あっ

たの を覚 えてお りま す 。小学 校の 低学 年の生 徒さ んがそ の辺 を通

学路 とし て検討 され て いくと 思う んで すが、 今で いう暑 さ、 そし

て風 やそ ういっ た対 策 につい て十 分な 配慮が 必要 じゃな いか なと

思う ばか りでし て、 そ の辺を 考え て、 また日 没が 早い時 期、 １１

月頃 から ですけ れど も 、今頃 ３月 頃に かけて は日 没が早 いた めに、

非常 に暗 くなる のが 早 い。そ うい った ときの 対応 という のは どの

よう に考 えてお られ る のか質 問を して いきた いと 思いま すの で、

よろしくお願いします。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 通 学路 の安全 対策 などの 考え 方に

つい ての お尋ね とい う ことで お答 えさ せてい ただ きます 。通 学路

につ きま しては 、交 通 事情の ほか 、犯 罪被害 防止 、それ から 自然

環境 につ いて考 慮い た しまし て、 令和 ７年度 以降 に、よ り安 全な



通学 路を どのよ うに 設 定する か、 それ から日 没が 早い時 期へ の対

応と して 照明を どの よ うに考 える かな ども含 めま して、 開校 準備

委員 会の 中に設 けま す 教育環 境部 会、 こちら のほ うや、 あと 関係

機関と協議を行っていく予定としているところでございます。

な お、 通学バ スに つ きまし ても 、コ ミュニ ティ バスの 活用 など

も含 めま して引 き続 き 検討を 進め るこ ととし てい るとこ ろで ござ

います。以上です。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 言 い方 は いろい ろあ るか もしれ ませ んけれ ども 、通

学路 を今 は畑が ある 空 間しか 考え られ んです が、 そこを 通学 路に

指定 され るとい うで す か、整 備さ れる と思う んで すが、 街路 灯と

かそ うい ったと ころ は どのよ うな 今考 え方を 持っ ておら れる か、

もし あれ ば聞か せて も らいた いと 思う んです が、 どうで しょ うか。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 ま ず、 街路灯 等に つきま して は、

まず 今設 計段階 では ご ざいま すけ れど も、学 校周 辺、こ れに つき

まし ては 学校に 照明 設 備をつ けま して 、周辺 の通 学路、 これ を照

らせ るよ うにと いう こ とで今 設計 に取 り組ん でい るとこ ろで ござ

います。

そ のほ かの分 につ き まして 、ま た先 ほど説 明い たしま した よう

に、 学校 関係者 、あ と 地域、 保護 者等 ととも に、 学校の 通学 路の

点検 です とか、 それ か ら先ほ ど申 しま した教 育環 境部会 、こ うい

った とこ ろで十 分検 討 しなが ら、 何が できる かと いうこ とを 考え

ていきたいという具合に考えております。以上です。

○田村副議長 安達議員。



○安 達議 員 今 度予 定 される 候補 地は 、米川 をま たいで 、外 浜か

らす れば またい で工 業 団地の すぐ 隣接 する地 域で すし、 先ほ ども

言い まし たよう に人 家 も今の とこ ろな いわけ でし て、非 常に そこ

ら辺 を防 犯を含 めて 非 常に整 備さ れに ゃあい けん なと思 って 質問

をさせてもらっております。

こ の義 務教育 学校 の 進捗に 、元 に返 って振 り返 りをす るわ けで

すが 、ほ ぼ１年 ほど 前 になり ます か、 学校内 にプ ールは 設置 しな

いと いう ことを 教育 委 員会の ほう から 、我々 にし ては突 然聞 かさ

れた 発表 、コメ ント で した。 保護 者や 地域の 住民 からは 、非 常に

この こと に対し て驚 き を感じ たと ころ が多か った と思っ てお りま

す。私の周囲もそうでした。

今 回、 開校時 期の 延 期によ り、 関係 者の新 たな 驚きと いう こと

を感 じる もので すか ら 、学校 開校 延期 につい て、 新たな 今時 点で

情報 や提 供とい うの は 非常に 大事 かな と思い ます ので、 この とこ

ろの 説明 をどの よう に されよ うと して るのか 伺い たいと 思い ます

ので、よろしくお願いします。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 開 校延 期に係 る説 明につ いて のお

尋ね でご ざいま すが 、 説明と いた しま しては 、ま ず開校 準備 委員

会、 それ から準 備委 員 会の専 門部 会、 それと 美保 地区の まち づく

り協 議会 、この 会の 合 同の臨 時の 説明 会を昨 年１ ２月に 行い まし

た。 それ からあ わせ ま して、 各地 区の 自治会 長会 のほう に出 向か

せて いた だきま して の 説明、 それ から 各地区 ごと で保護 者や 地域

の方 を対 象とし た説 明 会、こ れは 各公 民館で 行い ました 。そ れか

ら、 建設 候補地 の地 権 者、耕 作者 を対 象とし た説 明会な どを 開催



いた しま して、 状況 説 明を行 って おり ます。 その ほか、 地区 回覧、

それ から 毎月発 行し て おりま す開 校準 備だよ りに よりま して 、保

護者 、地 域、関 係者 へ 随時状 況を お知 らせし てい るとこ ろで ござ

います。

今 後も 引き続 き関 係 各所へ 丁寧 な説 明を行 いな がら、 理解 をい

ただきながら事業を進めてまいりたいと考えております。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 局 長か ら 今答弁 もら った わけで すけ れども 、説 明は、

やっ ぱり 細かい とこ ろ までの 丁寧 な説 明とい うの は必要 かな と思

うし 、そ れから 、タ イ ミング よく やは り会議 の説 明は必 要か なと

思い ます 。私も 情報 を いただ いて 、３ 小学校 校区 の説明 会に 行か

せて もら いまし たで す けれど も、 会議 の案内 が十 分だっ たか どう

かも 含め て、丁 寧な 説 明とい うの は必 要かな と思 って感 じと った

ところもあります。

こ れか ら今ま での 遅 れを取 り戻 すべ く、様 々な 努力も より 一倍、

２倍 も３ 倍もエ ネル ギ ーを使 って いた だきた いと いう思 いが 非常

に強 いと ころが あり ま すので 、そ こは 酌み取 って いただ けれ ばと

思います。

そ して 、この よう な 大きな プロ ジェ クトチ ーム という ふう に私

は取 りま すが、 プロ ジ ェクト チー ムの 事業に つい て、チ ーム の組

織力 とい うんで すか 、 やはり 全体 まと めてい く力 や組織 体制 とい

うの はど のよう にな っ ている のか がお 聞きし たい と思い ます 。先

ほど も言 いまし たよ う に、中 心と なる 課を聞 かさ せても らっ ては

いま すけ れども 、チ ー ム全体 が同 じ方 向に向 かっ ていく とい うこ

とは 大変 必要な こと か なと思 いま すの で、そ のと ころを お聞 かせ



願ったらと思います。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 組 織体 制につ いて のお尋 ねで ござ

いま すが 、先ほ ど申 し 上げま した とお り部局 横断 重要課 題と いう

こと で取 り扱っ てる 、 位置づ けて ると ころで ござ います が、 今後

一日 でも 早い開 校に 向 けまし て関 係課 との連 携を さらに 強化 いた

しま して 、庁内 の連 携 、それ から 情報 共有、 これ 一層深 めな がら

事業を進めてまいりたいという具合に考えております。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 そ この と ころで 、人 は足 りてる のか なとい うと ころ

もあ りま す。お 互い 意 思疎通 を図 りな がらや って いかに ゃあ いけ

んチ ーム ワーク なん で すが、 人の 配置 とかが 非常 に足り てい るか

どう かが 心配す ると こ ろが自 分自 身あ りまし て、 そこの とこ ろは

大変気にしておりますので、よろしくお願いいたします。

そ して もう一 点は 、 やはり 人が 動い ていく わけ ですけ れど も、

この 事業 につい て新 年 度の予 算の とこ ろで新 聞記 事には なり まし

たで すけ れども 、こ の 事業に つい て、 財源の 確保 という のは どの

よう に考 えてお られ る か、今 の時 点で ですが 、明 らかに して いた

だきたいと思いますので、よろしくお願いします。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 こ の事 業に係 りま す財源 の確 保に

つい ての お尋ね でご ざ います が、 まず 、文部 科学 省の公 立学 校施

設整 備費 負担金 、そ れ から学 校施 設環 境改善 交付 金とい った 文科

省の 補助 金、負 担金 、 この活 用を 想定 してお りま すほか 、そ れか

ら有 利な 起債で ござ い ますけ れど も、 学校教 育施 設等整 備事 業債



です とか 公共施 設等 適 正管理 推進 事業 債、そ れか ら緊急 防災 ・減

災事 業債 など、 こう い ったも のの 活用 を想定 して おりま して 、こ

うい った 財源を 有効 に 活用し てい くと いうこ とで 財源確 保に 努め

てまいりたいという具合に考えております。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 今 答弁 の 中であ りま した んです が、 公立学 校施 設整

備費 負担 金です か、 こ の国か らの 負担 金を予 定さ れると 思う んで

すが 、大 体全体 のど の くらい の比 率か ちょっ と聞 きたい とこ ろが

ありますので、教えていただきたいと思いますが。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 公 立学 校施設 整備 費負担 金に つき

まし ては 、これ は基 準 額の２ 分の １と いうル ール になっ てお りま

すが 、全 体事業 費に つ きまし ては 、今 の段階 にお きまし ては こう

いっ た国 庫支出 金の 仕 組み上 、現 段階 で比率 とい うのは なか なか

申し 上げ づらい とこ ろ はござ いま すが 、いず れに いたし まし ても

可能 な限 り様々 な財 源 を確保 して 事業 を進め てい きたい とい う具

合に考えております。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 自 分も 境 港の市 役所 に勤 めてい たと きには 、こ れ学

供で すけ れども 、学 習 等供用 施設 につ いては 基地 の周辺 整備 に関

わる 補助 金とか を随 分 活用す るよ うに 上司か ら言 われた こと があ

りま して 、そう いっ た ところ も美 保基 地に近 いと ころだ と地 域的

には 思い ますの で、 そ ういっ た活 用も できる のか なと思 って 聞か

せて もら ったと ころ で す。ぜ ひ、 活用 ができ れば よろし くお 願い

したいと思います。



そ れと 、学校 がこ の ように ３年 から ５年延 期、 開校が 遅れ ると

いう こと の中で 、一 方 では学 校を 含め た跡地 利用 とかそ うい った

施設 を中 心に考 える と きもあ りま すけ れども 、小 学校は 依然 とし

て今 ある わけで して 、 ２０２ ５年 、和 田小学 校は １５３ 年に なる

のか ちょ っと分 かり ま せんが 、こ の間 、自治 会長 会議で は１ ５２

年に なる とか３ 年に な るとか とい うこ とに記 念行 事予定 され てい

るよ うで すけれ ども 、 そうい った 学校 があっ て地 域があ るよ うに

自分 も思 ってま すの で 、美保 中学 校と か美保 地域 のまち づく りに

つい ては 今後ど のよ う な方向 を考 えて おられ るか 、まち づく りに

ついてお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いします。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 美 保地 区 のまち づく りの 今後の 方向 性につ いて でご

ざい ます が、現 時点 に おいて 特段 大き な方向 性を 変える とい うこ

とは ござ いませ ん。 最 初に廃 校利 用で すね、 廃校 の利活 用に つき

まし ては 新たな 拠点 づ くりと いう もの を目指 して いると ころ でご

ざい ます が、利 活用 事 業者の 募集 スケ ジュー ル、 これに つき まし

ては 変更 するこ とに な るわけ でご ざい ますが 、既 に実施 をい たし

まし たサ ウンデ ィン グ 調査で 御協 力を いただ いた 事業者 の方 とは

今後 も連 携を取 りな が ら、引 き続 き廃 校の利 活用 という もの を検

討を進めていきたいと考えております。

ま た、 美保地 区の 課 題の一 つと いた しまし て、 地区内 を移 動で

き、 そし て買物 や通 院 などに 利用 でき る公共 交通 手段が 不足 して

いる とい うふう にも 認 識をし てお りま す。現 在、 循環バ スで あり

ます よね ぎーバ ス、 こ れを実 証運 行し ており ます けれど も、 今議

会に 提案 してお りま す 当初予 算案 に本 格運行 経費 を計上 して ござ



いま す。 御承認 をい た だいた 上で 早期 本格運 行を 目指し たい と考

えております。

そ して 、美保 地区 に おきま して は、 自治会 や公 民館の ほか 、Ｎ

ＰＯ など 多様な 主体 に よるコ ミュ ニテ ィ維持 の活 動が行 われ てお

りま して 、この よう な まちづ くり 活動 を応援 する 推進予 算案 も今

議会 に提 案をし てい る とこで ござ いま す。こ のよ うな施 策を 積み

重ね なが ら義務 教育 学 校の開 校を 契機 とした 美保 のまち づく りを

支援していきたいと、そのように考えております。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 答 弁あ り がとう ござ いま す。と いい ますの は、 開校

が遅 れる ことに よっ て そこの 時間 、タ イムラ グっ て言っ てい いの

か分 かり ません が、 考 えたい 、ま た検 討する 時間 も逆に 増え たと

思え ば、 それを まち づ くりに 広げ てい ければ と思 ってい ます 。一

つ一 つの 積み上 げが で きれば 、ま た地 域も活 性化 される 、ま たそ

のよ うな 地域に なっ て ほしい と思 う次 第があ りま すので 、よ ろし

くお願いします。

続 いて 、設計 のと こ ろでい ろい ろ設 計の内 容も 言われ まし たで

すけ れど も、教 育委 員 会部局 で述 べら れてき た各 部門の 設計 それ

ぞれ の内 容につ いて 、 ちょっ と具 体的 にお伺 いし たいと 思い ます

が、 本事 業の主 要な 設 計、工 事業 務と いうこ とは どのよ うに 今の

時点 考え ておら れる か お聞き した いと 思いま すの で、よ ろし くお

願いします。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 で は、 主な設 計、 それか ら工 事に

つい ての お尋ね でご ざ います が、 まず 主な設 計業 務につ きま して



は、 まず 排水計 画や 盛 土の高 さ等 に係 る候補 地内 の造成 設計 、そ

れか ら排 水先水 路と な ります 作兵 衛川 の改修 設計 、校舎 、体 育館、

交流 棟、 認定こ ども 園 などの 建物 の建 築に係 る建 築設計 、そ れか

らグ ラウ ンドの 整備 に 係るグ ラウ ンド 設計な どが 上げら れま す。

主な 工事 につき まし て は、そ れら の設 計を基 にい たしま した 造成

工事 、作 兵衛川 改修 工 事、建 物の 建築 工事、 グラ ウンド 工事 など

が上げられます。以上です。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 今 、設 計 内容ま で教 えて もらっ たわ けです が、 ふだ

んか らも 自分、 発言 が できれ ばし ゃべ ったこ とも ありま すけ れど

も、 米川 を人間 の背 骨 にすれ ば、 内浜 と外浜 とい うふう に取 ると

きに 、外 海に自 分は 今 、暮ら して 七十 数年あ りま すけれ ども 、用

排水 路は 美保湾 のほ う に流れ てい くわ けです けれ ども、 そう いう

形態 はよ く見え て、 日 頃生活 の中 で見 ること がで きます が、 内浜

のほ う、 内海の ほう に はどう なる のか なとい うこ とを心 配し たこ

とも あり ます。 とい う のは、 私も 市役 所に来 ると きには 内浜 産業

道路 を通 って灘 町の 米 子港の とこ ろを 見なが ら来 るわけ です けれ

ども 、特 に大潮 のと き には内 浜と いう のはど うな んです か、 すご

く勾 配を 利用し なが ら も流れ が非 常に 大変じ ゃな いかな 、大 潮の

とき には 逆流す る可 能 性もな くは ない かなと 思っ て見た こと が何

回も あり ます。 友達 も 随分昔 から いる 、灘町 にい る友達 から 聞か

され るん ですが 、少 々 のとこ ろで 僕ら は心配 はし ないけ れど も、

見た こと ない光 景と し ては随 分水 位が 上がっ てい るのが 見る と、

どの よう に流れ てい く のかな とい うの を非常 に心 配する 。心 配ば

かり して います けれ ど も、そ うい うと ころを うま く設計 をし ても



らっ て、 用排水 が十 分 できる よう に重 ねての お願 いをし たい と思

いま す。 これは 専門 知 識を持 った 方が 設計さ れる と思い ます ので、

ぜひ そこ は重ね てお 願 いした いと 思い ますの で、 よろし くお 願い

します。

次 の質 問に移 りま す 。建設 予定 地域 のとこ ろは ほぼほ ぼ農 地で

すの で、 農地に 関わ っ ては生 産農 家が おられ るわ けです けれ ども、

代替 地、 今やっ てお ら れる、 多分 ネギ が中心 だと 思うん です が、

畑地 は学 校敷地 に変 わ ってい って 、こ れから は新 たな代 替地 を要

望さ れて きてる と思 う んです が、 農家 さんの 代替 地要望 に対 して

どの よう な対応 をし て おられ るか お聞 きした いと 思いま すの で、

よろしくお願いします。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 候 補地 内の耕 作者 への代 替の 農地

の対 応に ついて のお 尋 ねでご ざい ます が、ま ず耕 作者の 営農 継続、

これ を目 的に、 農林 部 局と連 携し まし て代替 の農 地のあ っせ んを

実施 して まいり まし た 、取り 組ん でま いりま した 。その 結果 、ほ

ぼ全 ての 耕作者 の要 望 に対応 して いる ところ でご ざいま す。 以上

です。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 今 言わ れ たのを お聞 きし ますと 、ほ ぼ全て の耕 作者

の要 望に 応えら れ、 現 時点で 対応 でき たとい うと ころで すが 、ま

だ残 って いると した ら 、生産 者の 要望 に向け た農 地の提 供と か環

境を提供して支援していただければと思います。

と いう のは、 農家 さ んがこ れで 農家 を辞め るか とか農 地を 手放

すこ とに よって 農業 へ の関わ りを 少な くする よう なこと には なっ



ては なら んなと 。言 い たいと ころ は荒 廃地が また こうい う公 共事

業に よっ て増え てい く のを非 常に 心配 すると ころ ですの で、 ぜひ

そう いう ところ はい い 土地を 提供 して いただ けれ ば、農 地と して

提供していただければと思います。

何 せ自 分はか じっ た 知識し かあ りま せんが 、白 ネギの 産地 とし

て見 てき たとき に、 種 をまい て生 産販 売まで ほぼ ほぼ８ か月 から

９か 月か かるわ けで す よね、 秋冬 も春 ネギも 夏ネ ギも。 それ は長

い時 間育 ててい って こ そ生産 者に 届く 産物で すの で、農 地も 非常

に大 切だ という こと で すよね 。自 分が 関わっ て、 もう一 つ古 い話

です が、 中海干 拓に か ばんを 持っ て、 買って くだ さいと いう ふう

に県 から 言われ て歩 き ました 。そ のと きに農 地を 買って もら った

んだ けど 、その 農地 は 最初の 何年 かは いわゆ る整 備をし なき ゃい

けな いと いうこ とと 肥 料投下 が非 常に 必要だ よと いうこ とを 言わ

れま した ので、 ぜひ 環 境をつ くり 上げ ていた だけ ればと 思い ます。

よろしくお願いします。

次 の質 問です が、 新 たな農 地に は圃 場整備 や肥 料投下 、今 私が

言い まし た肥料 投下 等 が必要 とな って くると 思い ますの で、 代替

農地 の整 備につ いて は どのよ うな 対応 を今し てお られる かお 聞き

したいと思いますので、よろしくお願いします。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 代 替農 地の整 備へ の対応 につ いて

のお 尋ね でござ いま す が、こ れに つき まして は市 で、米 子市 のほ

うで 補助 制度を 設け ま して、 令和 ５年 度から 令和 ６年度 にか けて

代替 農地 の整地 作業 や 整地後 の耕 うん 、除草 、そ れから 堆肥 作業

など につ いての 補助 を 行いま して 、耕 作者が 円滑 に営農 を継 続で



きるように支援を行ったところでございます。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 農 業も そ うです けれ ども 、切れ 目の ない支 援を して

いか ない と、さ っき も 言いま した よう に高齢 化が 進んで ると ころ

です ので 、農家 さん は 、この 機会 にと いう後 ろ向 きなこ とに なら

んように農業を継続して維持してもらえればと思います。

そ れと 、先ほ ども 言 いまし たよ うに 、米川 から すぐの とこ ろに

樋門 から 今言わ れた 作 兵衛川 です か、 そこか ら中 海のほ うに 排水

され ると 思いま すの で 、そう いっ たと ころの 環境 整備も 十分 して

もら って 、夏の 暑さ に も耐え る用 水が 蓄えら れて 、そし て用 水排

水が十分に滞りなくできることを願っております。

外 浜の ほうの こと を 言いま すと 、や っと米 川か らもら った 水を

町内 へ流 して美 保湾 に 流すわ けで すが 、今ま では 維持管 理で 大変

米川 土地 改良区 も年 間 通水が 大変 だと いうと ころ で、少 しボ リュ

ーム を下 げて通 水を す るよう に４ 月か らなる よう ですが 、そ うい

うと ころ もよく 見取 っ ていた だい て、 整備を 重ね ていた だけ れば

と思 いま す。以 上、 要 望に変 えて 、開 校準備 の遅 れを取 り戻 すべ

く、 これ から頑 張っ て いただ くこ とを 念頭に 、次 の質問 に行 きた

いと思いますので、よろしくお願いします。

次 は、 先日自 分が 会 議に傍 聴さ せて もらっ たと ころで ちょ っと

お聞 きし たいと ころ が 質問項 目に 上げ たいと いう ことを 感じ とっ

たも んで すから 、項 目 に上げ まし た。 このこ とは 何かと いい ます

と、 地域 つなが る福 祉 プラン に関 わる 日常生 活自 立支援 事業 とい

うこ とで ありま して 、 自分が 後ろ で聞 いてお って 、事業 の内 容と

かが 十分 聞き取 れな か ったり 取組 内容 が分か らな かった とこ ろも



ありますので、あえて質問に上げさせてもらいました。

１ 点目 の課題 と支 援 事業の 取組 とい う項目 上げ ました 。こ のこ

とは 、先 ほど言 いま し た地域 つな がる 福祉プ ラン という のは 、正

式に は米 子市地 域福 祉 計画・ 地域 福祉 活動計 画推 進委員 会に おい

て次 期の 計画案 の取 組 の指標 が検 討さ れてい る中 で聞い たと ころ

で、 日常 生活自 立支 援 事業に 係る 取組 内容が いろ いろ議 論さ れた

のを 十分 理解が でき な いとこ ろで あっ たのも あり ますの で、 この

事業 の内 容をさ らに 詳 しく教 えて いた だけれ ばと 思いま すの で、

よろしくお願いします。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 日常生 活自 立支 援事業 につ いてで ござ いま

すが 、当 事業は 、認 知 症、知 的障 がい 、精神 障が い等に より 判断

能力 が不 十分な 方が 住 み慣れ た地 域で 安心し て自 立した 生活 を送

るこ とが できる よう 、 必要な 福祉 サー ビスに 関す る利用 援助 を基

本と いた しまし て、 必 要に応 じて 日常 的金銭 管理 、重要 書類 等の

預か りを 行い、 生活 を 支援す るこ とを 目的と する 事業で ござ いま

す。

意 思決 定に困 難を 抱 える方 の支 援策 の一つ でご ざいま して 、事

業の 利用 に当た って は 、御本 人の 意思 に基づ いた 利用が 前提 とな

っております。

当 事業 の実施 主体 は 、各都 道府 県の 社会福 祉協 議会で ござ いま

す。 鳥取 県社会 福祉 協 議会か ら米 子市 社会福 祉協 議会へ 業務 委託

を行 いま して、 米子 市 社会福 祉協 議会 が御本 人様 と契約 を結 び、

支援計画に沿って定期的に支援を行ってると伺っております。

○田村副議長 安達議員。



○安 達議 員 あ りが と うござ いま す。 自分が 知り 得なか った こと

を質 問項 目に上 げま し たのは 、取 組状 況のと ころ の報告 で担 当者

から なか なか問 題解 決 や当事 者の 解決 に向か って いくさ まが 非常

に遅 くな ってる 、テ ン ポがす ごく 遅く なって るよ うに聞 かさ れた

り、 内容 がその まま 先 送りに され るよ うな経 過を 聞き取 った もん

ですから、すごく心配したところがあります。

先 ほど 部長か らの 答 弁もあ りま した ですけ れど も、成 年後 見と

かそ うい った取 組は 、 米子市 は特 に西 部管内 、こ の鳥取 県西 部管

内で は随 分早く 取組 を されて きた とい うふう な過 去の経 過も ある

こと は聞 かされ まし た ですけ れど も、 意思決 定に 非常に 困難 を抱

える 人と いうの は私 も 障がい 者の 支援 事業所 に勤 めてい たと きに

関わ った ことが あり ま して、 なか なか 交通事 故等 で困ら れ感 が非

常に 強く あった 。そ し て、一 時的 にそ の人の ケー スをち ょっ と聞

かさ れて いたと きに 大 変かな と思 った のは、 金銭 感覚が 少し 厳し

くな って しまっ て、 お 金があ れば 全部 使って しま うよう なこ とが

家族 から 後で聞 かさ れ ること があ った りしま した 。そう いう とこ

ろを この 自立支 援の 事 業とい うの は非 常にタ イミ ングよ く支 援を

していっていただく事業の一つかなと思っております。

そ して 、元に 返っ て 、地域 つな がる 福祉プ ラン に関わ る日 常生

活の 自立 支援の 事業 と いうと ころ では 、一つ の自 分が感 じた 課題

とし て１ 点、日 常生 活 自立支 援事 業に ついて 、さ っきも 言い まし

たよ うに 待機ケ ース が 複数あ った り、 待機ケ ース を減ら すた めの

米子 市社 会福祉 協議 会 の尽力 を後 で聞 かされ たり して補 足を もら

いま した が、待 機ケ ー スが事 業利 用ま でにた どり 着かな い状 況と

か、 その ような 状況 を 解決す るた めに どのよ うな 取組を 具体 的に



やっておられるかお伺いしますので、よろしくお願いします。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 待機状 況が 解決 しない 現状 とその 対策 につ

いて でご ざいま すが 、 同事業 につ きま しては 、米 子市社 会福 祉協

議会 が対 応でき るケ ー ス数に 限り があ る中、 利用 者の平 均利 用期

間が 約７ 年と長 く、 一 度契約 し、 支援 を開始 する と支援 期間 が長

期に わた ること から 、 ケース の終 結が 生じに くい ため、 待機 ケー

スが減少していない状況と伺っております。

米 子市 社会福 祉協 議 会とし ては 、現 状につ いて 問題意 識を 持た

れて おり まして 、対 応 可能ケ ース 数を 増やす ため 、現在 組織 内全

体で 体制 整備を 実施 さ れてる とこ ろで ござい まし て、令 和７ 年度

より 緩や かに待 機ケ ー スが減 る見 込み である と伺 ってい ると ころ

でございます。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 答 弁の 最 後のほ うで 言わ れたよ うに 、待機 ケー スを

減ら すと いう見 込み を 持って おら れる という ふう に伺っ てち ょっ

とほ っと します が、 何 しろ長 い期 間解 決に向 かっ ていく 努力 はさ

れて いる でしょ うけ れ ども、 その とこ ろのゴ ール が見え ない ケー

スが何点かあるかなと思って聞いてきました。

た だ、 自分も 知ら な いとこ ろも 何点 かある わけ ですけ れど も、

市で は、 午前中 まで も 聞かさ れま した ですが 、え しこに とか そう

いう 重層 的な支 援と い うのも ある わけ ですの で、 こうい った とこ

ろと マッ チする とこ ろ は支援 をし てい ただけ れば 解決に 向か って

いけ るか なと思 って 聞 いてお りま した 。ただ 、問 題の根 本が 違っ

てい れば 支援が でき る できる とい って もそれ は簡 単には でき ない



かも しれ ません が、 待 機ケー スが 減る ことを 願わ ずには おれ ませ

んでしたので、質問項目に上げました。

で すか ら、市 社協 が やられ る主 たる 事業だ とは 言われ ます けれ

ども 、市 も何ら かの 形 で窓口 を広 げて 支援が でき ていけ ば何 らか

の解 決策 ができ れば と いう願 いも 込め て、ま た次 の質問 をさ せて

もらいます。

意 思決 定に困 難を 抱 える方 に対 する 支援に つい て、市 と米 子市

社協 の体 制につ いて お 聞きし たい と思 うんで すが 、この こと と、

さら に意 思決定 に困 難 を抱え る方 の支 援を行 う上 で、市 と米 子市

社協 との 間でど のよ う な連携 や問 題処 理、そ して 問題解 決の 方策

など 図っ ておら れる か 、具体 的に もし お聞き 願え ればと 思っ てお

聞きします。よろしくお願いします。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 まず、 市と 市社 協のそ れぞ れの体 制に つい

てで ござ います 。本 市 におき まし ては 、令和 ４年 ４月に 総合 相談

支援 セン ターえ しこ に を意思 決定 に困 難を抱 える 方の権 利擁 護支

援の 中核 機関と 定め ま して、 成年 後見 制度の 利用 や意思 決定 支援

につ いて の個別 相談 や 成年後 見制 度の 利用支 援を 行って おり ます。

米 子市 社会福 祉協 議 会にお きま して は、先 ほど 答弁い たし まし

たと おり 、日常 生活 自 立支援 事業 の実 施体制 の充 実に努 めら れる

とと もに 、成年 後見 制 度への 円滑 な移 行がで きる よう、 市民 後見

人養 成講 座受講 によ る 職員の スキ ルア ップや 法人 として の後 見受

任の 開始 など、 意思 決 定に困 難を 抱え る方を 支え る体制 整備 に努

められると伺っております。

次 に、 市と市 社協 の 連携に つい てで ござい ます 。意思 決定 に困



難を 抱え る方へ の支 援 につき まし ては 、日常 生活 自立支 援事 業の

ほか 、成 年後見 制度 や そのほ か本 人に とって 必要 と思わ れる 支援

方法 を、 本人の 意識 を 尊重し なが ら市 と米子 市社 会福祉 協議 会の

ほか 、御 本人さ んに 関 わる支 援機 関を 含めま した チーム で連 携を

いたしまして検討しているところでございます。

今 後も 市と米 子市 社 会福祉 協議 会、 多機関 が緊 密に連 携を いた

しま して 、御本 人に と って適 切な 支援 につな がる よう努 めて いき

たいと考えております。

○田村副議長 安達議員。

○安 達議 員 こ うい っ た方を 自分 が困 難です よと いうの がな かな

か言 いに くい、 窓口 さ えも分 から ない 人もい るか もしれ ませ んし、

そう いっ たとこ ろの 地 域には 在宅 福祉 の方や 民生 委員さ んも おら

れる わけ ですの で、 そ ういっ た人 材を 活用し て、 窓口は こう いう

とこ ろが ありま すか ら ぜひ相 談に 一緒 に行き まし ょうと かや って

いただければと思います。

先 ほど も言い まし た ように 、若 い頃 に交通 事故 に遭っ て、 それ

まで の生 活が一 変し て しまっ た人 ２人 ほど見 てい るわけ です が、

特に 若い 人を見 たと き に、先 の見 通し が立た ない 苦しさ を吐 露さ

れる のも 我々が 近く に たまた まそ のと きにい たか らでこ そで すけ

れど も、 分から ない と ただ悩 むだ けと いうよ うな 気がし てな らん

ところがあります。

そ れと 、自分 がも う 一人関 わっ たケ ースは 、法 律的に 疎い とこ

ろが あっ て、い ろん な ことを 動く こと によっ てす ごく他 の人 に対

する 迷惑 をかけ てし ま って、 訴え られ たケー スも ありま した 。で

すか ら、 一緒に 法律 事 務所に 行っ て意 見調整 をす るとこ ろま で一



緒に サポ ートし たこ と も経験 があ りま すので 、ぜ ひそう いう 窓口

がこ うい うとこ に行 っ たら問 題解 決に なりま すよ という とこ ろを

間口 を広 げても らっ て 紹介を 広げ ても らえれ ばと いうこ とを 思っ

てお りま すので 、ぜ ひ その辺 は要 望し て、私 の質 問２つ を終 えた

いと思います。ありがとうございました。


